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V. 評価手法について 

航海・配船支援システムを導入した内航船
のエコシッピング・プロジェクト・セミナー 

 
航海・配船計画支援システム導入による 

CO2排出削減実証事業について 
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1．目的 

• 配船・航海計画支援システム導入の主なメリットは、船舶の燃料消費量低
減によるCO2排出量削減。 

• 支援システム導入による船舶からのCO2排出削減量が公的に認められる
ための評価手法を検討・提案。 

 
空船時の総輸送距離の低減と減
速運航の機会を創出することに
より、空船時と載貨時とを併せ
て船隊運航の効率化を図る 

本事業では、システム利用による運航ネルギー効率の評価が必要 

配船支援システムの効果 
 
空船時と載貨時とを対象に、省
エネ運航を行うことによりCO2

排出削減を図る 
 

航海支援システムの効果 

出典：海上技術安全研究所 
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2．評価手法：検討経緯 

国外・国内におけるCO2
排出削減量算定方法の
基本的考え方を精査 

運航エネルギー効率に基
づいた評価方法を検討 

第３者審査機関に妥当性
を確認 

国内制度（Ｊクレジット制
度）へ評価方法の申請を

準備中 
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3.評価手法がＪクレジット制度で承認された場合 

荷主・船主 

NPO マリン・テクノロジストと支援 
サービス契約を締結 

Ｊクレジット制度の活用を選
択した場合 

第三者審査機関による削減
量の検証 

運航時の支援サービス開始・燃費削減
効果の月次レポートを受ける 

全ての契約者に該当 

Ｊクレジット制度にて対象船
を登録 
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4. 評価手法：概念 

配船計画 

運航計画 

船速計画 

支援システム
導入前 

支援システム
導入後 

人的作業で 
配船計画を作成した
場合の燃料消費量＆

CO2排出量 

配船支援エンジンを
基に人的作業で 

配船計画を作成した
場合の燃料消費量＆

CO2排出量 燃料消費削減
& 

CO2排出削減 
上記配船計画で運航
し、運航支援システ
ムを使用しなかった
場合の燃料消費量＆

CO2排出量 

上記配船計画で、運航
支援システムを使用し
た場合の燃料消費量

＆CO2排出量 
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5. 評価手法：運航エネルギー効率（EEOI） 

運航エネルギー効率 

船舶による貨物輸送は、空船航海と載貨航海とで成立し、 
船舶Aiの空船、載貨航海を総計し以下の指標により表現。 

輸送距離排水量

ＣＯ２換算係数燃料消費量

×
×

輸送貨物量 航海距離 

注：排水量は、通常の取得情報であり直接貨物量を示すものでもない。ODに基づく航海距離（航海士会発行）を用いることが
簡便。 

出典：海上技術安全研究所 



EENI (g-CO2/ton mile)＝ 
燃料消費量(g) × CO2変換係数 

 排水量(ton)   × 航海距離 (mile) 

同じ車であっても燃費はドライバーによる 

 Car A・B: 15 km/l 

実貨物量 実航海距離 EEOI（g-CO2/ton mile） 

EENI (g/ton/mile) 
（Energy Efficiency Navigational Index) 

EEOI (g/ton/mile) 
（ Energy Efficiency Operational Indicator) 

実際の輸送貨物量 
実際の輸送距離 
実際の燃料消費量  
燃料消費量により算定 

貨物            実際の排水量 
航海距離       実際の航海距離 
FOC               実際の燃料消費量 
           
CO2排出量     燃料消費量により算定 
 

6. 航海の評価：航海エネルギー効率 （EENI） 
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出典：海上技術安全研究所 



支援システム導入前 支援システム導入後 
運航支援システムを使用しなかった場

合の燃料消費量＆CO2排出量 
運航支援システムを使用した場合の燃

料消費量及びIT設備による 
電力消費量＆CO2排出量 

オプション①プロジェクト実施前の船舶の航走エネルギー
効率を用いて算定する方法 

*主機換装が生じた場合は、換装前後の効率の比率を適用してEENIを補正。 
長所：国際的に認められている方法で、すべての船舶に適用可能。 
短所：外力の影響が支援システム導入前後では異なる。 

過去１年間の実績データから排
水量-航海距離当たりの 
CO2排出量（g-CO2/ton –mile） を
算出 

オプション②プロジェクト実施前の船舶の航走エネルギー
効率を用いて算定する方法 

過去の実績データからEENIを割出し 
導入前排出量を算定 

プロジェクトのモニタリングデータから割戻し 
導入前排出量を算定 

ＥＥＮＩを算出 ＥＥＮＩ* 

プロジェクト実施後の排
水量と航海距離 

導入前排出量 

プロジェクト実施後にモニタリング
された航海の各航海区間の外力
の影響（気象・海象等）を分析 

１航海区間 

同環境下において常用出力**で
航海した場合の燃料消費量を航海

区間ごとに算定 

**常用出力とは、事前に定められた航走速度で、船によって異なる。 
長所：外力の影響を統一することで、支援システム導入による効果を正確に算定できる。 
短所：常用出力を採用した場合の燃料消費量算定のためのアルゴリズムが必要。 

導入前排出量 

航海区間の燃料消費量を合算し
て、１航海分の消費量を算定 

7. 導入前の排出量の算定方法 
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CO2削減評価：参加者様へのお願い 

• Jクレジット制度への登録の有無にかかわらず、支援シ
ステム導入によるCO2削減評価には、システム導入前
の運航実績のデータが必要。 

 
• Jクレジット制度登録を希望される参加者様には、制度

登録及び削減量検証手続きへのご協力をお願い致しま
す。 
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